
フェルマータ 珍聞
■ごあいさつ～フェルマータ珍聞 夏号に寄せて～

昨今、生活に直接関係する様々な事柄の変化が益々激しくなる一方で、しかも極端になっ
てきたように感じませんか？
例えば、気候変動は勿論、経済や地域などの格差が拡大しています。更には庶民の暮らし
は余裕が無くなり、科学や経済の発展とグローバル化にも影響され、地域社会から個人主
義へと徐々に移り変わったように思えます。その結果、最少単位である家族までの社会が、
孤立化の方向へと進んでいるようです。
社会の急激な発展と変化に悲鳴を上げた副作用と考えられないでしょうか。
戦後生まれで高度経済成長時期に育った私としては、行く末に対する不安がどうしても先
行し、自分が歳をとったからそう思うのだとは決めつけられないようにも感じてしまうの
です。
沖縄の方言で、誰でも一度は耳にしていると思われる「ゆいまーる」という意味をご存知
でしょうか。定義としては、「ユイ(結い・協働)＋マール(順番)」だそうです。順番に労
力を交換することで、相互補助(扶助)という意味です。
また、沖縄言葉(習慣)として、「模合(もあい)」というものがあります。親族模合や友人模
合など様々で現在も多少は変化しながらも存続しています。ちなみに私の家族にも友人模
合の仲間がいて、大切な支えの一つとなっています。
模合は相互扶助そのもので、遡ること沖縄が琉球王朝時代に始まったそうです。当時貧し
かった庶民が「貧窮(困窮)救済」の手段としての仕組みで、具体的には毎月定額(5千円～
数万円)と当日の飲食費を出し合い、飲み食いの親睦会に参加し分かち合います。積立金は
1年間の内で必要時1年分を先取りすることができるのです。もっとわかりやすく言うと、
1年の積立預金を途中で満額受け取ることができます。勿論、仲間意識での信頼が前提と
なっています。
他には、沖縄本島北部(国頭村奥集落)から奄美まで広がった「共同売店」という仕組みが
100年以上前から始まり、減少したとはいえ今でも残っています。離島で交通(流通)手段が
船だけだった当時、僻地(へきち)は文明の発展から取り残されていました。個人だけの力
では貧しい生活から脱却できない状況から、集落単位で生みだした仕組みでした。普通
「共同売店」という響きからは商店(物品販売)なのですが、地元で収穫した野菜などの生
産物を遠く離れた街へ船で運び販売して換金します。帰りの便には集落で必要な生活物品
を購入し、生産者の収入となるばかりか各自必要品を売店で買うのです。集落単位にある
売店が唯一の企業(組合)であり生活の拠点となって潤い分かち合っていきました。
このように、伝統行事以外にも言葉や習慣として残されています。沖縄から未来に向けて
の重要なメッセージがあるように感じていますがどうでしょうか。
貴方も一番身近な生活(環境)での「ゆいまーる」を実践してみませんか？

NPO法人フェルマータ
理事長 原 敏

2019年夏号



就労継続支援Ｂ型事業所 なちゅら

FUYUNIRE（フユニレ）さんでコラボイベントを開催！

5月３日、FUYUNIREさんでクリームはちみつとオリ
ジナルハーブティーを使った調理イベントを開催しま
した。
お子様からラジオパーソナリティーの方まで会場には
総勢２５名もの人が集まりました！クリームはちみつ
を使ったスペシャルなサンドイッチ2種類をみんなで
作りました。“メンバーさんからのプレゼンテーショ
ン”では、大勢を前にしながらも皆さん堂々とやり遂
げて下さいました。

ＦＭ千里のラジオパーソナリティ・大元康江さんが参
加者の中に。番組の中で、イベントやフェルマータに
ついて紹介して下さいました！
【SENRI・STREET】毎週月～木、13時～14時
大元さんは月曜の担当です。ぜひ聞いてみてください。

ＦＭ千里で紹介されました！

オリジナルハーブ
ティーとハチミツの
お土産付きでした♪

ハチミツ＆ハーブも
お店で取り扱って下
さっています。

7月20日、「さにすぽ夏祭り」に出店させていただきました。
今年は「かき氷」に初挑戦。バタフライピーを使ったなちゅ
らオリジナルのシロップをみんなで考えました！

＊バタフライピー
神秘的な青色がとても美しいハーブです。
酸性のもの（レモンやお酢など）を加えると
青色から赤色に変化します。色の移り変わりが
とっても特徴的できれいです。

サニスポ夏祭りに出店しました！

よすみ喫茶前で
育てています



“なちゅらのお弁当”
高槻市役所で販売中！

バタフライピーシロップ作り裏話

シロップの色合い、組み合わせの味、色の変化など
を考えながら１からみんなで商品開発！！数々の試
食を重ね「甘い・・・もうだめだ。食べれない～」
と挫けそうになりながらも、美味しいかき氷のため
に見事作り上げました！

毎週木曜日、高槻市役所でなちゅらのお弁当を販
売しています。
おかげさまで、皆様からご好評をいただきわずか
数分で完売する日も！
どのメンバーさんも「自分事」として取り組んで
いて、仕事への意欲がとても高まっています！
スタッフの指示が無くても、自発的に準備や盛り
付けをして下さっていて、スピードもぐんぐん速
くなっています。買っていただけるような盛り付
けや販売時の声かけ、ポップ作りなどお客様目線
を意識して販売しています。「今日は何個売れ
た！？」「販売の人、帰ってきたかな」といった
やり取りがなちゅらの日常になってきました。み
なさま、ぜひお買い求めください♪

お客様にバタフライピーのシロップを
スプレーしてもらいます。みるみる色
が変わって「わぁ！すごい」との歓声
が。お子様にも大人気。

【なちゅらのお弁当はココで！】
◆高槻市役所 食堂 11時45分ごろ～12時45分
（無くなり次第終了）

◆お弁当各種 500円
◆11時台にお越しいただくと、ゆっくりお買い求めできます。

メンバーさん、教えて！
「さにすぽ夏祭りの感想」

やってみると実は難しいかき氷作り。
しっかりレクチャーを受けて“キレイ
な山型”目指して一杯入魂！

自発的に呼び込みの声かけ
も！ポップを手に会場中に
宣伝して下さいました。



2019.4.20
バーベキュー大会

2019.6.2
全国精神障害者
バレーボール大会
近畿大会＠兵庫県立
障害者スポーツ交流館

2019.7.20
サニスポ夏祭り

2019.6.2
なちゅらレクレー
ション＠天王寺動物
園

フェルマータ

TIMELINE

2019.7.6
フェルマータ納涼会

2019.6.16
ハーブティー試飲会
＆ストレスチェック
＠あべのハルカス

2019.5.3
クッキング・ワーク
ショップ
＠FUYUNIREさん

大盛況のバーベキュー大会！談笑をしながらお腹いっぱいに。
楽しい時間になりました。

具材乗せ放題の豪華冷やし中華。なんと！チャーシューは
なちゅらの手作りです。カラオケ大会も開催されました。

なちゅらで「天王寺動物園」へ行ってきました。メンバーさんそ
れぞれにツボッた動物があったようです。動物に癒されますね。

新しいトレードマークが誕生！
よすみ喫茶前に“赤い看板”が登場しまし
た。たくさんの方に喫茶店をご利用いた
だきたい！という思いから、お気軽に入
店していただけるように遠くからでも目
に留まる赤い看板を設置しています。メ
ニューのご案内だけでなく可愛いイラス
トにも注目！メンバーさんのアイデアが
散りばめられています。



沖縄産“クヮンソウ”を使ったオリジナルハーブティー試飲会＆
ストレス測定会を あべのハルカスで開催！

沖縄では「眠り草」とも呼ばれ重宝されるハーブ“クヮンソウ”。心地よい眠
りをサポートしてくれると言われています。この貴重なハーブを使用した全
く新しいブレンドを参加者の皆様に試飲していただきました。さらに！この
ハーブティーを飲む前後でストレス疲労度がどう変化するかを測定しました。

スマートフォンアプリ「COCOLOLO（ココロ炉）」を使用してストレス度をチェック！ス
マートフォンのレンズに指を当てるだけで、簡単にストレス測定が出来ます。

メンバーさんからの“はちみ
つプレゼンテーション”
スクリーンを見ながら、
しっかりと説明をして下さ
りました。

ハーブティーを飲む前後でストレスを比較すると、

ほぼ全員の結果に変化あり！
多くの方が「ストレス」から「リラックス」状態に
近づきました。クヮンソウのおかげ！？

【試飲のご感想】
●茶葉の色合いがとてもキレイ
●体がぽかぽか温まる
●美味しい！飲みやすい！
●ハーブティーは味や香りだけ
でなく、目で見る美しさも大き
な癒しになる。

皆様のご意見を受けて
新しいブレンドが発売決定！
「おやすみ前のハーブティー」

●クヮンソウが眠りを
サポート。おやすみ前
の飲用がおすすめです。
●ルイボスをベースに
レモングラスの爽やか
さとローズレッドの高
貴な香りが調和したブ
レンドです。
●ハーブティーが初め
ての方にも。



医療法人 フェルマータ・メンタルクリニック

「販売体験」／デイケア るーちぇ

デイケアるーちぇでは就労体験の一環として、年に数回 地域のお祭りに出店しています。今回は2つ
のお祭りについてお話したいと思います。
毎年GWに出店している高槻ジャズストリート「アートの森」では、プログラムで作成しているハニ
ワを販売しています。今年は目標であった100個を優に超え、なんと！145個ものハニワを売り上げ
ることができました！一つ一つ表情の違うハニワを求め昨年に引き続き来店される方もおられたの
ですよ。
そして7月21日のサニスポ夏祭りでは、ハニワだけでなくメンバーが作成した小物も販売しました。
このお祭りでは、地域住民や近隣の支援機関との交流をもつ場として大きな意味があると感じてい
ます。普段見ることのできないデイケアでの取り組みをご家族の方に見てもらえる機会にもなって
います。

自分達の作品が「売れて対価を貰える」ことは大きな評価となり自信となります。それだけではな
く、販売体験を通してメンバーや多くの地域住民と交流を持つことや、挨拶や報連相など就労する
上で大切なことを一緒に体験する機会にもなっています。また、在庫表の作成やレイアウトはメン
バー主導で行い、実践後には振り返りの時間も設けています。一人では難しいことでも、仲間と知
恵を出し合い得たものは必ずその人その人の糧になるのではないかと考えています。
回数を重ねるごとに参加メンバーのスキルが向上し、最近ではスタッフが教えてもらうほどに成長
しています。

デイケアではいくらでも失敗してもいい。スタッフも「一緒に失敗して一緒に成長する」そんなス
タンスで今後も取り組んでいけたらと思っています。
次は10月の「ふれあいまつり」です。魅力的な商品と磨いてきた接客スキルで皆様のお越しをお待
ちしております。

デイケアるーちぇ 播磨

早いもので、今年も半年が過ぎ猛暑の季節となりました。つい先頃まで｢寒い｣「涼しい」と言っていた
ことが嘘のようです。朝ともなると蝉しぐれ、夜は蛙の大合唱と賑やかな毎日が楽しいです。
私が働いているフェルマータの事業のひとつに自立サポートセンターの仕事があります。今回は、この業
務についてご紹介させてください。
自立サポートセンターでは、さまざまな理由で自立していくことを目指されている方に医療・保健福祉

をベースとして地域生活のサポートを行っています。当法人と提携している不動産業者の１Ｋの部屋に入
居してもらい、訪問看護師による健康管理や精神保健福祉士の地域生活支援を受けながら、地域での生活
を目指そうというものです。こうした支援システムはフェルマータの開設当初から運営しているオリジナ
ル事業として、今も継続しています。
私は入職当初からこの業務に携わっていますが、一人ひとりの人の生活を支える難しさを日々実感して

います。なぜなら生活支援とは大きく言えば、人それぞれの人生をともに歩み続けるということに等しい
ことだと思うからです。人生を歩む中には様々な課題が立ちふさがっていますが、その課題解決は一筋縄
で行かない事も多いです。長期の入院生活を余儀なくされた方などは、社会の中で孤立しがちであり、
｢生きる｣ことに対して、強い不安を持たれているように思います。そういう方に対して、その声にならな
い苦しみを私たちは傾聴し支援することもあります。
不安な気持ちや様々な感情に駆られながらも一生懸命に前に進もうとしている自立サポートセンターの

生活者のから私は多くのことを学び取っています。

フェルマータ自立サポートセンター／なちゅら 島田 信宏

PSWの戯言④



はじめまして！新しい職員のご紹介

●山根 國宏（看護師）
５月１６日、フェルマータ（エチュード）に入職して、訪問看護を担当させて頂いている山根と申
します。
この度、看護師人生最後の“とまり木”として、フェルマーターを選びました。（いや、選んで貰っ
たというのが正しいところでしょう）。
産地は山口県の瀬戸内海に浮かぶ大島です。かつては、みかんで有名でしたが、今は日本でも有数
な高齢化した島となっています。私も、中学まで島育ちでしたが、高校からは大阪に出てきました。
卒後、サラリーマン（８年間）を経て、途中から人生行路の舵を大きく切り、看護の道に進んで、
今日まで４３年になります。
精神科一筋ですが、学生時代から積極的に一般科（内科・外科）のアルバイトをして卒後に備えま
した。当時は向学心に燃えていて、仕上げは故福田教授（元新阿武山HPの理事）の紹介でUCLAに
２週間学んだことが印象に残っています。管理職時代には看護師不足で中四国、沖縄まで毎年のよ
うに、看護師募集に奔走したこともありました。
私は精神科看護分野の後半生は依存症（addiction）に興味を持ち、仕事を終えてからも、断酒会や
AAにも参加して、薬物依存症、たばこ依存症等、依存症者から多くの生き方を学びました。関わり
の基本はひたすら、傾聴して支持的態度で共感するのが看護師としての基本的な態度だと思います。
入職して「フェルマーター」の印象としては、スタッフの皆さんは、常に和気あいあい、互いに相
手を尊重し、助け合い、責任感も強く、正にプロ集団だと思います。
私は命ある限りまだまだ成長したいと願っています。今後ともご指導宜しくお願い致します。
毎日近くのジムに通って、水泳、筋トレ等で体力の衰えをカバーしているつもりです。
趣味は、子どものころから欲張りな性格を引きずり、登山、城郭巡り、写真撮影（風景・ポート
レート）、旅行、音楽鑑賞、地引網引き、魚釣り、スキューバダイビング、パラグライダーです。
こんな私ですが、理事長はじめスタッフの皆様に温かく迎えて頂き、感謝にたえません。

●徳井 由美子（生活支援員）
はじめまして。縁あってフェルマータの皆さまとご一緒することに
なります、徳井由美子です。１９６６年生まれ（５３歳）、神戸市
出身、主婦で１児（娘）がいます。
これまで若い頃からいろいろな職業に就いてきました。結婚・出産
後、大阪に来て４０歳代から始めた音楽を、時に仕事として時にボ
ランティアとして各種施設等を年間数十か所訪問しているというの
が最近までの状況でした。

若いころ看護短大をドロップアウトして（途中で辞めて）、心に傷を負い、社会的な居場
所を作っていくまでにとても苦労した経験があり、弱い立場に立つことがどんなにつらい
ことか親身になってわかるような気がして、いつか心やその他の理由で困っている人の立
場になって支援する仕事が出来たらいいな？！と考えていたのです。
経緯があって今年の初めに「精神障がい者・移動支援（ガイドヘルパー）」の資格を取っ
ていたところでした。その実習先の就労Ｂ支援所で体験した事は印象的でした。その半年
後の今、実際にそのような場所に来られることになったのは驚きです。
持っているものといえば自分個人の種々の経験だけになりますが、職員やメンバーの皆さ
んに教えて助けてもらいつつ、少しずつ役に立つ働きができますように、どうぞよろしく
お願いいたします。
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ＮＰＯ法人フェルマータ「なちゅら」のfacebookも絶賛更新中！
毎日の活動の様子をご覧いただけます。みなさまの「いいね！」お待ちしております。

看護師・山根さんオススメレシピ

簡単！ピザトースト
【材料】
・食パン（１枚）
・生卵（１個）
・とろけるチーズ（１枚）
・トマト（薄切り１枚）
・ロースハム（２枚）
・ブロッコリー（食べやすい大きさにカット）

【作り方】
①食パンを平皿に乗せる。
②食パンの中心部にコップの底を上から押し付け、凹（へこ）みをつける。
③とろけるチーズを４等分して、凹みの周りに乗せる。
④卵を割って、凹みに流し込み、つまようじで黄身に穴を開ける。
⑤トマト、ロースハム、ブロッコリーを食パン全体に乗せる。
⑥電子レンジ（７００Ｗ）にかける。目安は黄身が固まるまで。
＊表面をこんがりカリッとする時は、さらにトースターで１～２分焼く。

「第１９回全国障害者スポーツ大会
いきいき茨城ゆめ大会２０１９」へ出場決定！！

↑食パンにコップの底で
へこみをつけます

↑へこみのまわりに堤防を作るイメー
ジで具材を乗せます。これで後から卵
を割ってもこぼれません。

フェルマータ・メンタルクリニック・バレーボールチーム「Weeeed（ウィード）」は、
2019年秋に開催される全国障害者スポーツ大会バレーボール競技大会に近畿地区代表と
して出場します。
昨年に引き続き、2年連続の全国大会出場となりました。チーム一丸となって日夜練習を
重ねています。どうぞ皆様の応援・ご声援をお願いいたします！


